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平
成
十
五
年
度
は
、
県
政
の
最
重
要
事
項
で
あ
る

「
行
政
改
革
」
の
ス
タ
ー
ト
の
年
で
す
。
去
る
三
月

に
策
定
し
た
、
今
後
三
年
間
に
わ
た
る
「
新
沖
縄
県

行
政
シ
ス
テ
ム
改
革
大
綱
」
は
、
基
本
理
念
と
し
て

「
県
民
本
意
の
成
果
・
効
率
重
視
の
ス
マ
ー
ト
な
行

政
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
コ
ス
ト
意
識
を
徹

底
し
、
成
果
主
義
や
民
間
能
力
活
用
に
よ
る
効
率
的

な
行
政
運
営
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。ま
た
、

新
た
な
視
点
と
し
て
は
、
本
県
の
特
性
や
実
状
に
即

し
た
政
策
を
自
ら
考
え
、
実
行
で
き
る
創
造
的
な
行

政
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
や
県
民
が
行
政
に
参
加
す

る
機
会
の
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
行
政
と
県
民
が

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
責
任
を
分
担
し
な
が
ら
協
働
に

よ
る
県
づ
く
り
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

今
年
度
は
、
沖
縄
振
興
計
画
の
実
質
的
な
ス
タ
ー

ト
の
年
で
あ
り
、
同
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
た
諸
施
策

を
着
実
に
推
進
し
て
い
く
た
め
に
も
、
厳
し
い
財
政

状
況
の
中
で
新
大
綱
に
掲
げ
ら
れ
た
推
進
項
目
を
一

つ
一
つ
確
実
に
実
施
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

仲
なか

田
だ

輝亨
てるゆ き

総務部長

平
成
十
五
年
度
は
、
沖
縄
振
興
計
画
に
基
づ
く
新

た
な
県
づ
く
り
に
実
質
的
に
乗
り
出
す
重
要
な
年
度

と
な
り
ま
す
。
沖
縄
振
興
計
画
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
で
あ
る
十
一
の
分
野
別
計
画
を
着
実
に
実
施
し
、

企
画
・
総
合
調
整
部
門
の
責
任
者
と
し
て
各
部
局
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
際
に
大
事
な
視
点
は
、
時
代
潮
流
を
的
確
に

捉
え
、細
心
の
注
意
を
払
い
つ
つ
迅
速
性
を
確
保
し
、

同
時
に
行
政
事
務
の
遂
行
過
程
の
透
明
性
を
高
め
て

い
く
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

企
画
開
発
部
は
、
短
期
・
中
期
・
長
期
的
な
施
策

な
ど
、
様
々
な
切
り
口
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
多
数
抱

え
て
お
り
、
迅
速
性
・
透
明
性
に
留
意
し
適
切
に
実

施
し
て
い
き
ま
す
。
特
に
、
大
学
院
大
学
の
早
期
設

置
に
向
け
て
は
、
候
補
地
の
選
定
、
学
長
選
任
な
ど
、

内
閣
府
と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
と
と
も

に
、
大
学
院
大
学
周
辺
整
備
推
進
検
討
会
の
開
催
、

知
的
ク
ラ
ス
タ
ー
集
積
促
進
調
査
の
実
施
、
設
置
促

進
県
民
会
議
の
開
催
な
ど
環
境
整
備
に
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

そ
の
他
、
交
通
問
題
や
駐
留
軍
用
地
跡
地
の
利
用

の
促
進
な
ど
県
政
の
重
要
な
課
題
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

花城
はなし ろ

順孝
よりた か

企画開発部長

基
地
の
整
理
・
縮
小
、
事
件
・
事
故
の
防
止
、
日

米
地
位
協
定
の
見
直
し
等
の
課
題
解
決
に
向
け
て
さ

ら
に
頑
張
り
、
沖
縄
の
基
地
問
題
を
沖
縄
だ
け
で
は

な
く
、
全
国
的
な
問
題
と
し
て
と
ら
え
て
も
ら
え
る

よ
う
訴
え
て
い
き
ま
す
。

知
事
公
室
は
と
か
く
基
地
問
題
だ
け
を
担
当
し
て

い
る
よ
う
に
見
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
基
地
対
策
室
、

普
天
間
飛
行
場
・
那
覇
港
湾
施
設
返
還
問
題
対
策
室

以
外
に
、
沖
縄
平
和
賞
な
ど
平
和
施
策
を
所
管
す
る

平
和
推
進
課
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
図
る

施
策
を
所
管
す
る
男
女
共
同
参
画
室
、
知
事
と
県
民

が
直
に
ふ
れ
合
う
場
を
設
定
し
た
り
、
県
の
施
策
を

Ｐ
Ｒ
す
る
広
報
課
、
そ
し
て
秘
書
課
と
い
ず
れ
も
県

政
の
中
の
重
要
な
業
務
を
担
う
三
課
三
室
が
あ
り
、

や
り
が
い
の
あ
る
ポ
ス
ト
で
す
。

今
年
度
は
、
花
の
平
和
交
流
事
業
、
美
ら
島
沖
縄

大
使
、
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
の
周
知
・
浸
透
、

名
誉
県
民
章
の
授
章
を
重
点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

米
軍
事
件
・
事
故
へ
の
抗
議
の
時
以
外
は
常
に
笑

み
を
絶
や
さ
ず
、
猪
突
猛
進
す
る
こ
と
な
く
、
周
囲

と
十
分
調
整
し
な
が
ら
施
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

新垣
あらか き

良光
りょうこう

知事公室長

なかだ・てるゆき　伊是名村出身、55歳。
好きな言葉は「照顧脚下（立ち止まり、
自らを顧みよ）」。趣味は磯釣り。

あらかき・りょうこう　那覇市首里出身、
58歳。好きな言葉は「継続は力なり」。
趣味はゴルフ、テニス、読書。

はなしろ・よりたか　平良市出身、55歳。
趣味は野球。

うえはら・あきら　糸満市出身、53歳。
趣味は草野球。

ま
ず
第
一
に
、
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
良
く
す
る
こ
と

で
す
。
地
域
・
離
島
振
興
局
の
仕
事
は
、
何
よ
り
も

地
域
の
意
見
を
良
く
汲
み
上
げ
る
こ
と
で
あ
り
、
私

自
身
を
含
め
、
局
の
職
員
が
各
地
を
隈
無
く
回
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
合
併
を
推
進
す
る
市
町
村
を
支
援

す
る
た
め
に
も
早
急
に
取
り
組
み
ま
す
。

第
二
に
、
離
島
過
疎
地
域
を
多
く
抱
え
る
沖
縄
型

の
地
方
自
治
、
広
域
行
政
の
あ
り
方
を
研
究
し
、
提

案
す
る
こ
と
で
す
。
分
権
や
合
併
の
流
れ
が
避
け
ら

れ
な
い
以
上
、
基
礎
的
自
治
体
や
地
域
共
同
体
の
あ

り
方
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
特
に
沖
縄
の
場
合
は
重

要
で
す
。
国
や
他
府
県
の
動
き
も
見
極
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
早
め
に
若
手
職
員
を
中
心

と
す
る
研
究
会
を
立
ち
上
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。第

三
に
組
織
の
効
率
化
も
必
要
で
す
。
行
財
政
状

況
が
厳
し
い
中
、
県
、
市
町
村
は
も
と
よ
り
、
関
係

団
体
も
含
め
行
政
改
革
へ
の
取
り
組
み
は
必
至
で

す
。
多
く
の
関
係
者
や
有
識
者
の
意
見
を
聞
い
て
参

り
ま
す
。
そ
の
他
、
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
が
、

心
身
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
、
身
軽
に
そ
し
て
楽
し
く

仕
事
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

上原
うえは ら

昭
あきら

地域・離島振興局長

特集１
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本
県
に
お
い
て
は
、
地
域
住
民
の
参
加
と
連
携
に

支
え
ら
れ
た
福
祉
社
会
の
充
実
や
、
安
心
し
て
子
ど

も
を
生
み
育
て
ら
れ
、
高
齢
者
や
障
害
者
等
が
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実
現
、
さ
ら
に

医
療
の
質
の
向
上
や
医
療
基
盤
の
充
実
、
生
涯
に
わ

た
る
健
康
づ
く
り
等
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。特

に
、
二
期
目
に
入
っ
た
介
護
保
険
の
制
度
の
充

実
と
認
可
外
保
育
所
対
策
、
近
年
危
惧
さ
れ
て
い
る

長
寿
県
沖
縄
の
評
価
の
確
立
が
当
面
の
課
題
で
す
。

昨
年
十
二
月
、
都
道
府
県
別
平
均
寿
命
が
公
表
さ

れ
、
本
県
男
性
の
平
均
寿
命
が
四
位
か
ら
一
気
に
二

十
六
位
に
急
落
し
、
長
寿
県
と
し
て
の
地
位
が
揺
ら

い
で
お
り
、
県
民
の
健
康
づ
く
り
に
対
す
る
一
層
の

啓
発
と
実
践
を
促
す
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。こ

の
た
め
平
成
十
五
年
度
に
お
い
て
は
、
昨
年
策

定
さ
れ
た
「
沖
縄
振
興
計
画
」
及
び
分
野
別
計
画
の

「
沖
縄
県
福
祉
保
健
計
画
」
に
基
づ
き
、
県
民
の
立

場
に
立
っ
た
福
祉
、
保
健
、
医
療
の
充
実
に
取
り
組

ん
で
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

稲福
いなふ く

恭
やす

雄
お

福祉保健部長

県
立
病
院
は
本
県
の
医
療
に
大
き
な
役
割
を
占
め
て
お

り
、
そ
の
役
割
を
し
っ
か
り
と
担
っ
て
い
く
た
め
ソ
フ
ト
、

ハ
ー
ド
両
面
の
整
備
を
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

県
立
病
院
事
業
に
つ
い
て
は
、
ま
す
ま
す
多
様
化
す
る

県
民
の
医
療
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
県
立
病
院
の
役
割

や
他
の
医
療
機
関
と
の
機
能
分
担
・
連
携
等
、
医
療
提
供

の
あ
り
方
に
つ
い
て
抜
本
的
な
見
直
し
を
図
り
ま
す
。
平

成
十
五
年
一
月
に
設
置
さ
れ
た
「
県
立
病
院
の
今
後
の
あ

り
方
検
討
委
員
会
」
に
お
い
て
検
討
を
進
め
て
お
り
、
年

内
を
目
途
に
ご
提
言
を
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

高
度
多
機
能
病
院
に
つ
い
て
は
、
那
覇
・
南
部
の
六
十

五
万
医
療
圏
の
救
命
救
急
医
療
を
確
保
し
、
さ
ら
に
県
内

の
母
子
総
合
医
療
の
向
上
を
図
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
平

成
十
五
年
度
に
実
施
設
計
を
行
い
、
設
計
完
了
後
建
設
工

事
に
入
り
ま
す
。

一
方
、
県
立
病
院
現
場
に
お
い
て
は
、
県
民
に
適
切
な

医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
日
夜
が
ん
ば
っ
て
お

り
ま
す
。
病
院
管
理
局
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
病
院
現
場
と

協
力
し
、
平
成
十
五
年
四
月
か
ら
始
ま
る
新
た
な
「
沖
縄

県
病
院
事
業
経
営
健
全
化
計
画
」
に
沿
っ
て
業
務
改
善
を

図
る
と
と
も
に
、
よ
り
良
質
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で

き
る
よ
う
努
め
て
い
く
方
針
で
す
。

平
ひら

井
い

哲
てつ

夫
お

病院管理局長

昨
年
度
策
定
さ
れ
た
沖
縄
振
興
計
画
及
び
分
野
別

計
画
で
あ
る
沖
縄
県
情
報
通
信
産
業
振
興
計
画
、
沖

縄
県
職
業
安
定
計
画
、
沖
縄
県
産
業
振
興
計
画
を
着

実
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
活
力
の
あ
る
民

間
主
導
の
自
立
型
経
済
の
構
築
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。例

え
ば
、
本
県
の
新
た
な
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業
と

し
て
期
待
さ
れ
る
情
報
通
信
関
連
産
業
や
、
今
年
度

に
開
所
す
る
沖
縄
健
康
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
研
究

開
発
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
た
健
康
バ
イ
オ
関
連
産
業

の
振
興
を
図
る
と
と
も
に
、
雇
用
対
策
と
し
て
新
規

学
卒
者
を
中
心
と
す
る
若
年
者
の
就
職
を
総
合
的
に

支
援
す
る
「
沖
縄
県
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置

し
、
産
・
学
・
官
連
携
の
も
と
、
事
業
を
展
開
し
ま

す
。厳

し
い
経
済
状
況
の
中
で
、
県
内
中
小
企
業
へ
の

支
援
策
や
雇
用
対
策
な
ど
、
課
題
は
山
積
し
て
い
ま

す
が
、
本
年
度
は
新
し
い
枠
組
み
で
ス
タ
ー
ト
し
た

新
法
や
新
計
画
を
基
に
措
置
さ
れ
た
初
め
て
の
予
算

が
組
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
計
画
に
掲
げ
た
目
標
が

達
成
で
き
る
よ
う
、
効
果
的
な
事
業
展
開
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

伊
い

川
がわ

征一
まさか ず

商工労働部長

いがわ・まさかず　平良市出身、58歳。
好きな言葉は「一生懸命」。趣味はゴル
フ。

いなふく・やすお　那覇市出身、53歳。
好きな言葉は「のぞみあれば、道あり」。
趣味・特技については「下手の横好き」との
こと。

ひらい・てつお　佐敷町出身、58歳。
好きな言葉は「誠意」。趣味はゴルフ。

平
成
十
四
年
度
は
観
光
業
界
や
県
民
と
一
体
と
な

っ
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
年
間
観
光
客
数
が
過
去
最

高
の
四
百
八
十
三
万
人
を
達
成
し
た
ほ
か
、
平
成
十

七
年
の
米
州
開
発
銀
行
年
次
総
会
の
沖
縄
開
催
決
定

な
ど
、大
き
な
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

平
成
十
五
年
度
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
健
康
保

養
型
観
光
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
世
界
遺
産
周
辺
整

備
事
業
な
ど
、
地
域
特
性
を
活
か
し
た
体
験
・
滞
在

型
観
光
の
推
進
や
、
フ
ィ
ル
ム
オ
フ
ィ
ス
の
設
置
、

国
際
観
光
・
保
養
特
区
の
指
定
に
向
け
た
取
り
組
み

の
強
化
等
を
図
る
と
と
も
に
、
新
た
に
人
材
育
成
シ

ス
テ
ム
や
観
光
共
通
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
構
築
、
土

産
品
対
策
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
、
観
光
客
五
百
万
人
達
成
に
向
け
た
誘
客
活

動
や
国
際
会
議
等
の
誘
致
を
積
極
的
に
推
進
す
る
と

と
も
に
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
受
入
体
制
の
充
実
を

図
り
、
県
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
得

な
が
ら
、
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
の
総
体
的
な
質
の
向

上
を
目
指
し
て
い
く
考
え
で
す
。

宜名真
ぎ な ま

盛
もり

男
お

観光リゾート局長

ぎなま・もりお　那覇市出身、56歳。
好きな言葉は「継続は力なり」。趣味は
ウォーキングとガーデニング。

文
化
環
境
部
は
、
文
化
、
環
境
か
ら
消
防
防
災
そ
し
て

国
際
交
流
な
ど
も
含
ま
れ
、
県
民
生
活
全
般
に
か
か
わ
る

幅
広
い
部
署
で
す
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
気

を
配
り
な
が
ら
や
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、

特
に
、
今
年
は
五
月
十
六
日
、
十
七
日
に
国
主
催
の
第
三

回
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
の

成
功
に
向
け
て
国
と
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
ま
た
、
八
月
の
文
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
十
一
月
の
芸

大
の
オ
ペ
ラ
公
演
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

環
境
部
門
に
つ
い
て
は
、
ち
ゅ
ら
島
環
境
美
化
条
例
の

実
効
性
を
確
保
す
る
た
め
、
環
境
美
化
指
導
員
を
配
置
し

て
市
町
村
と
の
連
携
を
強
化
し
、
さ
ら
に
デ
ポ
ジ
ッ
ト
制

の
導
入
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

新
石
垣
空
港
建
設
事
業
、
普
天
間
飛
行
場
代
替
施
設
関

連
に
つ
い
て
は
、
環
境
影
響
評
価
の
手
続
き
が
適
切
に
行

わ
れ
る
よ
う
に
十
分
に
留
意
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
不
法
投
棄
、
廃
棄
物
焼
却
施
設
、
最
終
処
分
場
の
用

地
確
保
の
問
題
な
ど
、
表
面
化
し
て
き
た
廃
棄
物
問
題
に

適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
図
や
画
像
で
受
発
信
で
き
る
総
合
的
な
防

災
情
報
シ
ス
テ
ム
を
平
成
十
五
年
度
内
に
構
築
で
き
る
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

屋嘉部
や か ぶ

長市
ちょういち

文化環境部長

やかぶ・ちょういち　石垣市出身、58歳。
趣味は囲碁、ゴルフ、読書。

もろみ・たけぞう　伊平屋村出身、58歳。
趣味は磯釣り（社団法人全日本釣り団体
協議会会員）。

平
成
十
五
年
度
は
、
沖
縄
振
興
計
画
の
分
野
別
計

画
と
し
て
策
定
さ
れ
た
「
沖
縄
県
農
林
水
産
業
振
興

計
画
」
の
実
質
的
な
初
年
度
と
し
て
、
計
画
に
盛
り

込
ま
れ
た
諸
施
策
・
事
業
の
着
実
な
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
多
く
の
離
島
を
抱
え
る
本
県
の
地

理
的
不
利
性
等
の
軽
減
に
関
す
る
農
林
水
産
業
振
興

上
の
課
題
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
安

全
・
安
心
な
農
林
水
産
物
を
求
め
る
消
費
者
・
市
場

等
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
お
き
な
わ
ブ
ラ
ン
ド
の
確

立
や
生
産
供
給
体
制
の
強
化
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
観
光
・
リ
ゾ
ー
ト
産
業
と
連
携
し
た
グ
リ

ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
の
推
進
な
ど
に
取
り
組
み
「
持

続
的
農
林
水
産
業
の
振
興
」
及
び
「
多
面
的
機
能
を

生
か
し
た
農
山
漁
村
の
振
興
」
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
に
は
、
農
林
水
産
部
の
本
庁
十
四
課
、

宮
古
・
八
重
山
地
域
の
出
先
機
関
等
を
含
め
、
四
十

九
機
関
の
職
員
一
、
一
二
五
名
が
一
体
と
な
っ
て
目

標
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
け
る
環
境
づ
く
り
が
重
要

で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

と
り
わ
け
、
農
林
漁
家
や
地
域
と
直
接
関
わ
る
農

業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
、
家
畜
保
健
衛
生
所
や
農
・

畜
・
林
・
水
の
試
験
場
、
農
林
土
木
事
務
所
、
病
害

虫
防
除
所
、
ミ
バ
エ
対
策
事
業
所
、
農
業
大
学
校
等

の
関
係
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
て
、
一
歩
一
歩
着

実
に
前
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

諸
もろ

見
み

武三
たけぞ う

農林水産部長
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こ
れ
か
ら
豊
か
な
時
代
を
築
く
た
め
に
は
、「
健

康
」、「
環
境
」、「
文
化
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
と
考
え

て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
視
点
を
行
政
及
び
日
常
生
活

で
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
新
沖
縄
県
離
島
振
興
計
画
が
実
質
的

に
ス
タ
ー
ト
す
る
年
と
な
り
、
管
内
市
町
村
と
の
連

携
を
密
に
し
な
が
ら
、
宮
古
地
域
の
振
興
策
を
実
施

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

と
り
わ
け
、
宮
古
の
圏
域
的
課
題
で
あ
る
伊
良
部

架
橋
の
実
現
促
進
を
は
じ
め
、
宮
古
地
域
ゼ
ロ
エ
ミ

ッ
シ
ョ
ン
社
会
形
成
の
推
進
、
市
町
村
合
併
の
支
援

な
ど
、
圏
域
の
将
来
に
向
け
た
重
要
な
基
盤
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
宮
古
の
人
々
の
進
取
な
気
質
と

人
情
、
団
結
力
を
活
か
し
な
が
ら
、
支
庁
職
員
と
一

丸
と
な
っ
て
諸
振
興
施
策
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

安和
あ わ

朝忠
ちょうちゅう

宮古支庁長

あわ・ちょうちゅう　浦添市出身、57歳。
好きな言葉は「一期一会」。趣味はガー
デニング。

八
重
山
圏
域
の
振
興
発
展
を
図
る
た
め
、
総
合
的

な
施
策
の
推
進
に
携
わ
る
機
会
を
与
え
ら
れ
、
微
力

な
が
ら
そ
の
任
を
果
た
す
べ
く
努
力
し
ま
す
。

本
圏
域
は
多
く
の
個
性
的
な
島
々
か
ら
形
成
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
豊
か
な
自
然
や
伝
統
文
化
等
、
多

く
の
魅
力
的
な
資
源
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
活
か

し
た
農
林
水
産
業
、
観
光
リ
ゾ
ー
ト
産
業
の
振
興
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
圏
域
に
は
新
石
垣
空
港
建
設
事
業
を
は

じ
め
、
赤
土
流
出
防
止
対
策
等
の
県
政
の
重
要
課
題

が
あ
り
ま
す
が
、
三
市
町
を
は
じ
め
と
す
る
諸
団
体

と
連
携
し
て
そ
の
進
捗
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

特
に
、
新
石
垣
空
港
建
設
事
業
に
つ
い
て
、
今
年
は

空
港
設
置
許
可
申
請
に
向
け
た
取
り
組
み
の
上
で
重

要
な
年
で
す
。
地
元
で
は
、
新
石
垣
空
港
の
早
期
建

設
を
求
め
る
郡
民
の
活
動
が
ま
す
ま
す
盛
り
上
が
り

を
見
せ
て
お
り
、
八
重
山
支
庁
と
し
て
も
地
元
と
一

体
に
な
り
、
事
業
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

大浜
おおは ま

高伸
たかの ぶ

八重山支庁長

昨
年
度
は
「
沖
縄
振
興
計
画
」
と
そ
の
分
野
別
計
画

で
あ
る
「
沖
縄
県
社
会
資
本
整
備
計
画
」
が
策
定
さ
れ
、

社
会
資
本
整
備
の
方
針
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
今
年

度
は
実
質
的
な
初
年
度
で
あ
り
、
着
実
に
進
め
て
い
く

考
え
で
す
。

昨
今
、
公
共
事
業
へ
の
風
当
た
り
が
強
く
な
っ
て
い

ま
す
が
、
本
県
で
は
ま
だ
ま
だ
公
共
事
業
の
需
要
、
各

市
町
村
か
ら
の
要
請
は
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
観

光
や
産
業
支
援
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
交
通
渋
滞
の
解
消
、

通
学
路
の
歩
道
設
置
、
離
島
苦
の
改
善
等
の
切
実
な
要

望
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
県
民
生
活
を
支
え
る
イ
ン
フ

ラ
は
、
空
気
の
ご
と
く
当
た
り
前
の
存
在
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
台
風
等
に
よ
る
浸
水
や
道
路
の
交
通
止
め
等

は
県
民
が
多
大
な
不
利
益
を
受
け
る
の
で
、
そ
の
対
策

に
も
配
慮
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
八
月
は
県
民
念
願
の
モ
ノ
レ
ー
ル
が
開
通
予
定

で
す
。
モ
ノ
レ
ー
ル
は
定
時
定
速
運
行
と
い
う
大
き
な

特
性
が
あ
り
ま
す
。
交
通
渋
滞
の
改
善
、
駅
を
中
心
と

し
た
ま
ち
づ
く
り
に
大
き
く
貢
献
す
る
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、「
安
全
、
安

心
」
を
原
点
に
、
環
境
に
配
慮
し
た
社
会
資
本
整
備
を

積
極
的
に
進
め
、
県
民
生
活
を
支
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

安慶名
あ げ な

正行
まさゆ き

土木建築部長

「
水
と
安
全
は
タ
ダ
」
と
、
か
つ
て
は
い
わ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
現
在
は
そ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。全
国
的
に
犯
罪
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
、

当
県
も
昨
年
中
の
事
件
被
害
の
届
け
出
件
数
が
十
年

前
の
約
二
倍
に
増
加
し
、
質
的
に
も
悪
質
・
凶
悪
化

し
て
お
り
ま
す
。

県
警
で
は
、
今
年
一
月
か
ら
、
県
民
が
不
安
に
感

じ
て
い
る
身
近
な
犯
罪
（
ひ
っ
た
く
り
、
オ
ー
ト
バ

イ
盗
、
侵
入
窃
盗
、
車
上
狙
い
な
ど
）
の
検
挙
と
抑

止
を
重
点
に
し
た
各
種
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は
二
つ
。「
攻
め
の
警
察
活
動
の

推
進
」
と
「
情
報
の
積
極
的
な
発
信
」
で
す
。
警
察

官
を
よ
り
多
く
街
頭
に
出
動
さ
せ
る
と
共
に
、
県
民

生
活
の
安
全
に
有
益
な
情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
発
信

す
る
こ
と
に
よ
り
、
犯
罪
の
未
然
防
止
を
図
ろ
う
と

い
う
も
の
で
す
。

「
安
全
」
は
、
県
民
の
日
常
生
活
や
観
光
を
含
め

た
経
済
活
動
の
ベ
ー
ス
に
な
る
も
の
で
す
。
一
人
の

警
察
だ
け
で
は
、
そ
の
確
保
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す

の
で
、
県
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

高橋
たかは し

清孝
きよた か

県警察本部長　

たかはし・きよたか　千葉県出身、46歳。
好きな言葉は「強くなければ生きられな
い。優しくなければ生きる資格がない」。
趣味は映画鑑賞とスポーツ。２度目の沖
縄勤務で泡盛と県産ビールのファンに。

おおはま・たかのぶ　石垣市出身、56歳。
趣味はスポーツ観戦と映画鑑賞

今
年
度
は
、「
２
０
０
３
沖
縄
空
手
道
古
武
道
世

界
大
会
」
や
第
十
五
回
全
国
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
「
ま
な
び
ピ
ア
沖
縄
２
０
０
３
」
等
の
大
き
な

催
し
が
あ
り
ま
す
。
本
県
の
特
性
を
と
り
入
れ
、
沖

縄
ら
し
い
大
会
に
な
る
よ
う
準
備
を
す
す
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
県
民
の
皆
様
を
は
じ
め
多
数
の
参
加

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

県
教
育
委
員
会
で
は
、
社
会
の
大
き
な
う
ね
り
の

中
で
、
昨
年
度
よ
り
教
育
長
期
計
画
や
県
立
学
校
編

成
整
備
計
画
、
新
学
力
向
上
対
策
等
、
数
多
く
の
教

育
施
策
を
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
推
進
、

具
体
化
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

「
教
育
は
継
続
」
で
あ
り
、
種
を
ま
き
な
が
ら
育

て
る
と
い
う
教
育
の
基
本
を
踏
ま
え
、
策
定
さ
れ
た

諸
施
策
の
具
現
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
そ
の
際
は

「
理
解
と
対
話
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
教
育
行
政
を

推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
課

題
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
解
決
に
万
全
を
期
し
、
二

十
一
世
紀
の
沖
縄
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な

成
長
を
目
指
し
て
誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

山内
やまう ち

彰
あきら

教育長

やまうち・あきら　読谷村出身、58歳。
好きな言葉は「和顔愛語（優しい顔と思
いやりのある言葉）」「格物致知（しっか
り物事に取り組み、確かな知識を得る）」。
趣味は読書。

あげな・まさゆき　那覇市出身、57歳。
好きな言葉は「自然体」。趣味は散歩、
囲碁。

「
安
全
で
お
い
し
い
水
の
安
定
供
給
」
が
企
業
局

の
使
命
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
人
口
や
観
光
客

の
増
加
な
ど
に
伴
っ
て
、
今
後
と
も
水
需
要
は
伸
び

続
け
る
と
見
込
ん
で
お
り
、
引
き
続
き
多
目
的
ダ
ム

建
設
の
促
進
や
、
西
系
列
水
源
開
発
事
業
、
新
石
川

浄
水
場
の
建
設
、
老
朽
化
し
た
施
設
の
改
築
等
を
通

じ
て
、
県
民
の
皆
様
に
安
定
的
に
水
を
お
届
け
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

北
谷
浄
水
場
内
に
は
既
に
高
度
浄
水
処
理
施
設
を

導
入
し
て
お
り
、
引
き
続
き
安
全
な
水
の
供
給
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
同
浄
水
場
内
に
は
硬
度
低
減
化
施

設
を
建
設
し
て
お
り
、
六
月
に
は
お
い
し
い
水
を
県

民
の
皆
様
に
お
届
け
で
き
る
予
定
で
す
。

工
業
用
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
事
業
規
模
の
見

直
し
を
は
じ
め
と
す
る
抜
本
的
な
対
策
を
進
め
ま

す
。企

業
局
の
経
営
に
つ
い
て
は
、
今
後
厳
し
く
な
る

も
の
と
見
込
ん
で
お
り
、
平
成
十
五
年
度
か
ら
始
ま

る
第
六
次
企
業
局
経
営
健
全
化
計
画
（
平
成
十
五
年

度
〜
平
成
十
七
年
度
）
を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
に

よ
り
、
企
業
局
経
営
の
健
全
化
・
効
率
化
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

當
とう

銘
め

直通
なおみ ち

企業局長

とうめ・なおみち　那覇市出身、60歳。
好きな言葉は「誠心誠意」。趣味はソフ
トテニス。


